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New unification through non-commutative harmonic oscillators

非可換調和振動子の数理が示す新たな統一性

光と物質の相互作用を結ぶ数理

どんな研究
数学的興味から研究されてきた数理モデルである「非可換調和振動子」が、光と物質の相互作用を記述する物
理モデルである「2光子量子ラビモデル」と実質的に同じものであることを示し、さらに光子の数が異なる「1
光子量子ラビモデル」との関係も明らかにしました。

どこが凄い
基礎数学における対称性の考え方を取り入れることで、これまで異なる理論と思われていた数理と物理モデル
同士のつながりを示し、数理モデルに関する研究の蓄積を光と物質の相互作用に関する物理モデルの理論的理
解につなげる道を切り拓きました。

めざす未来
この発見を通じ、量子物理学と数学を連携させ、量子コンピュータの早期実現へとつながり得る光と物質の相
互作用に基づく新技術や理論の創出をめざします。さらには、量子物理学の観点から基礎数学（整数論等）に
おける未解決問題の解明や新理論の発展に寄与します。
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